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温暖化時代の今こそ畑作業に役立つ 

二十四節気入門 
植物は「光」で季節を読んでいる 

 気温を見ながら作業を決めている農家は多いでしょう。しかし、じつは植物の体内時計は気温

ではありません。「光」で動いているのです。 

 植物には、日が長くなることを感じて花をつける「長日植物」と、日が短くなることを感じて

花をつける「短日植物」日長に左右されず、成長に伴い花をつける「中性植物」があります。 

 長日植物の野菜の例がホウレンソウやレタス。春になって日が長くなると、トウ立ち（花茎が

伸びること）します。短日植物の野菜の例がシソ。夏至を過ぎて日が短くなると、花をつけ始め

ます。ちなみに、中性植物の野菜にはトマトやキュウリが挙げられます。 

 植物は、日の長短を認識し、次に来る季節を予測して子孫を残す行動を起こします。つまり、

植物の体内時計は「光のリズム」で動いているのです。 

気温は変わる、太陽は変わらない 

 地球の動きを正確に把握し、次に起こってくる季節の変化を俯瞰して予測できる暦を使うこと

は、農家にとって非常に有効です。近年、温暖化の影響で気温の変動が激しくなってきました。

しかし、太陽の動き……地球の公転軌道は不変です。地球は今も昔も、３６５．２５日かけて太

陽の周りを一周しています。 

 人間は暦という技術を活用し、今の地球の位置を把握することで太陽の光の長短を認識し、植

物の生育の予測をしっかりと立てて農業に活用していくことが大切です。暦を利用することで、

台風や暑さ・寒さが来る時期を予測できるだけでなく、季節の進み具合、タネ播きの準備なども

進められるのです。 

二十四節気とは何か？ 

 前述の通り、地球は太陽の周りを３６５．２５日かけて公転しています。その軌道は約９億４

０，０００万 km。宇宙船地球号は、この距離を超正確な時間で一巡りする、超精密な時計だと

いえます。 

 二十四節気とは、この地球の公転軌道３６０度を２４に分けたもの。約１５度ずつ、約１５日

ごとに季節が進んでいきます。 

 基本となるのが、昼の長さが最も長い「夏至」、最も短い「冬至」、昼と夜が同じ長さの「春

分」と「秋分」 です。この「二至二分」が骨格となります。 

 さらには、各季節の始まりを示す「四立」……立春・立夏・立秋・立冬があり、この四立で区

切られた期間が四季といわれるものです。そして各季節を六つの節気に分けたものが、二十四節

気です。 

 この暦は、紀元前４世紀ごろの中国で成立し、日本には６世紀の平安時代に伝わりました。太
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陽の動きに着目した二十四節気は、農業にとって最も実用的な暦として使われ続けてきたので

す。 

「七十二候」と日本独自の「雑節」 

 二十四節気をさらに３分割したものが「七十二

候」。約５度ずつ、約５日ごとの自然の変化を、 

「桜始開 （さくらはじめてひらく）」「蛙始鳴（か

わずはじめてなく）」など詩的に表現しています。

地域ごとの気候差を加味すれば、より精度の高い播

種暦（タネまきカレンダー）として活用できます。 

 さらに日本では、二十四節気に加えて「雑節」と

いう独自の暦も使われてきました。八十八夜（立春

から８８日目、５月２日日ごろ）は遅霜が降りる最

後のタイミング。二百十日（立春から２１０日目、

９月１日ごろ）は台風の注意喚起です。これらは農

作業の重要な節目を示しています。 

夏至から始まる「暑さ」のリズム 

 夏至（６月２１日ごろ）……昼の長さが最も長くなる日。地球に最も多くの光エネルギーが降

り注ぎます。 

 しかし、夏至が一番暑いわけではありません。降り注いだ光エネルギーは熟に変わるまで約１

カ月かかることから、夏至から３０度進んだ大暑（７月２２日ごろ）に暑さが極まるのです。 

 さらに３０度、合計６０度進むと処暑（８月２３日ごろ）となり、海水温が上昇し切ったとこ

ろで台風シーズンに突入します。雑節の二百十日や二百二十日（９月１～１０日ごろ）が統計的

に台風の多い時期と一致するのは、この海水温の上昇と深く関係しています。 

 つまり夏至から３０度進むと大暑（暑さのピーク）、さらに３０度進むと処暑（台風シーズ

ン）となります。このリズムを知っていれば、「そろそろ暑さが本格化する」「台風に備える時期

だ」ということが予測できます。 

冬至から始まる「寒さ」のリズム 

 そして、夏至の反対側に位置するのが冬至（１２月２２日ごろ）。昼が最も短く、夜が最も長

い日ですが、冬至が一番寒いわけではありません。地温が下がり切るのに約１カ月かかるため、

冬至から３０度進んだ大寒（１月２０日ごろ）に寒さが極まります。 

 大寒からさらに３０度進むと雨水（２月１９日ごろ）。海水温が下がり切ったタイミングで、

しとしとと雨が障り始め、雪解けが起こります。処暑が台風だったのに対し、雨水は穏やかな

雨。厳寒期で止まっていた植物たちが水を吸い、根を伸ばし始める時期です。 

 冬至から３０度進むと大寒（寒さのピーク）、さらに３０度進むと雨水（雪解け、植物が目覚

める）となります。 

 夏と冬、見事に対称的なリズム。自然の営みの美しさが、ここにあります。 
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日長の変化が、すべてのカギ 

 ここまで見てきたように、季節のリズムは光（日長）によって刻まれています。 

 夏至を過ぎて日が短くなることに反応してタネを作る「短日植物」と、冬至を過ぎて日が長く

なることに反応してタネを作る「長日植物」。これらの成長もすべて光（日長）の変化が関係し

ています。  気温は年によって変動しますが、日長は絶対に変わりません。だからこそ、二十

四節気は今も昔も変わらず使える農業の指標なのです。 

二十四節気を「分度器」として使いこなす 

～気候変動に合わせた柔軟な栽培計画～ 

春夏編 
立春から始まる育苗 

 立春から立秋までの期間が、暦上の春夏に当たります。実際には、立春は厳寒期のど真ん中。

立秋を過ぎても暑さは続きます。気象学的には．３～５月が春、６～８月が夏なので、暦の方が

１カ月早いというのが実感に近いでしょう。 

 しかし、植物は気温ではなく日長で季節を感じています。立春には確実に日が伸びており、こ

れが植物の生育スイッチを入れるのです。私は、立春を夏野菜の育苗開始の目安にしています。 
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 かつて夏野菜の定植は、立夏（５月５日ごろ） の前の八十八夜（５月２日ごろ）が基本でし

た。遅霜が降りる最後のタイミングだったからです。しかし最近は温暖化で暖かさが前倒しに進

むため、１～２節気（２～４週間）早い清明や穀雨のタイミングで夏野菜を植えることも多くな

りました。 

分度器として使いこなす 

 二十四節気を分度器として使い、「例年より１５度ずらす」「３０度早くまく」など、気候変動

に合わせて角度を微調整していくといった柔軟な使い方ができるのも、二十四節気の利点です。 

秋冬編 
立秋から始まる秋冬野菜 

 暦上、立秋から立冬までが秋、立冬から立春までが冬

になります。立秋のころはまだ夏真っ盛りですが、ここ

から秋冬野菜のタネまきが始まります。夏至を過ぎて日

が短くなり始めると、植物は「そろそろ冬支度を」と感

じ取ります。露地ではニンジンのタネまきが続き、育苗

ハウスではキャベツ、ブロッコリー、ハクサイなどのタ

ネまきが始まる時期です。 

 私の農場がある最近の湘南地域では、暑さが３週間ほ

ど後ろ倒しになってきました。以前は９月初旬の白露が

ニンジンのタネまきの最終時期でしたが、秋分を過ぎて

９月末にまいても、翌年２月末には収穫が可能になって

います。季節の変動に合わせ、品種やタネまきの時期を調整することが重要です。 

立冬からの土づくりと計画 

 立冬のころからは、年をまたいで春に収穫する野菜のタネまきが始まります。お酒も寒仕込み

がおいしいといわれますが、堆肥や緑肥のすき込みも立冬から小雪ごろまでに行うのが理想的で

す。この時期にすき込むと、微生物がゆっくりと分解し、豊潤な土壌になります。 

 そして冬至のころまでに、来年の夏野菜の作付計画を決めましょう。夏野菜のタネまきは立春

前後に始まるため、冬至を目安に計画を立てておくとスムーズです。冬の問にじっくりと計画を

練る……これも大切な農作業の一つです。 
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